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令和 4年度獨協医科大学教育セミナー開催のご挨拶 

獨協医科大学 SD センター長 井 川  健  

本学では、社会環境の変化に対応すると共に大学に対する社会貢献への期待に応えるために、

教員だけでなく全学的な職員の資質向上が必要であると考え、恒常的な大学職員のスキル向上に

向けた取組みとして平成 26年 8月 1日に SDセンターを設置しました。 

医科大学である本学では、教育・研究以外に、地域社会に対して診療という大きな責任を担っ

ております。そのため、本学独自の SD(staff development)として、資格管理部門・教員研修部

門・職員研修部門・看護教育部門の 4部門を構成し、多角的に教職員の資質向上を目指していま

す。 

SDセンターは『「社会のために」教育・健康・研究に関する課題に対し て、主体的に分析し

改善を図る事ができる人材を育成する』を mission に、①医療教育に関する役割遂行能力を向

上させる、②自ら資質向上を図り行動できる人材を育成する、③相互成長（共育）を目指す教職

員の人材育成を図る、の 3 つを vision に掲げ、大学全体としての研修を通し教職員の質の向

上を目指しています。本学は、医学部・看護学部・附属看護専門学校・附属看護専門学校三郷校

の教学関連部門と大学病院・埼玉医療センター・日光医療センターの病院部門から組織されてい

ますが、各部署（部門）がその組織の垣根を超え本学の建学の精神や病院理念、経営に関して横

断的に管理・運営を図り、相互に発展させることが必須です。また、3病院の運営では経営が重

要な課題であるため、教職員教育に関する研修が必要であり、これが職員一人ひとりの努力と組

織間の協調と協力により本学全体での取り組みと改善に繋がることとなります。     

今回で第 10回目となる獨協医科大学教育セミナーは、看護教育部門が平成 25年度に看護系

職員を対象に開催したのを端緒に、平成 26 年度からはその対象を全教職員に広げ、職員研修部

門が担当し発展的拡大を図り開催しています。 

今回のプログラムでは、「社会の変化に対応するこれからの医療・教育」がテーマです。直近

2年間がコロナ絡みのテーマであったことから、今回は未来志向的な捉え方で社会の変化に対応

するこれからの医療と教育について展望するものです。獨協医科大学教育セミナーが本学の理念

と経営への共通認識への一助となるものと確信しています。 

 最後にこのセミナー開催にあたり携わった教職員の方々に感謝申し上げます。 

  



 

シンポジウム 

 

・テ ー マ：「社会の変化に対応するこれからの医療・教育」 

・日   時：令和 5年 2月 8日（水） 18：00～19：10（予定） 

・会   場：臨床医学棟 10階 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

【総合司会】牧 尚伸 

【学長挨拶】                                                     

・挨拶／教職員へのメッセージ 

獨協医科大学学長 吉田 謙一郎 

【開会挨拶】                                                         

・開会挨拶 

獨協医科大学ＳＤセンター センター長 井川 健 

【シンポジウム】                                                     

座長：井 川  健 （獨協医科大学ＳＤセンター長） 

SY-1  特定看護師の活動と今後のタスクシェア・タスクシフト 

    〇佐藤 君江、中田 哲也（獨協医科大学病院 看護部） 

SY-2  大学病院スポーツ医学センター設立と期待される役割-PHICISJAPANの活動を含む- 

    〇瓜田 淳（獨協医科大学 整形外科学講師） 

SY-3  日光医療センター新病院への移転と今後の医療 

〇安  隆 則（獨協医科大学日光医療センター 病院長） 

SY-4  これからの医学教育に対応した新たな医学部カリキュラムの運用について 

   〇矢澤 卓也（獨協医科大学医学部 教務部長） 

 

【閉会挨拶】                                                      

閉会挨拶         獨協医科大学ＳＤセンター 職員研修部門長 関口 徹 

後日、シンポジウムの内容をオンデマンド配信いたします。 

時間 内容 

18：00～18：05 開会式 

18：05～19：05 シンポジウム 

19：05 閉会式 



 

オンデマンド 

 
・テ ー マ：「社会の変化に対応するこれからの医療・教育」 

・公開開始日：令和 5年 3月 1日（水）から（予定） 

・公開ページ：獨協医科大学リポジトリ（下記 URL or 右記二次元コード） 

       https://dmu.repo.nii.ac.jp/ 

・備   考：各演題、10分程度の動画（MP4形式）となります。 

PC、スマートフォン、タブレットからご視聴いただけます。 

(※視聴には、D-DOAアカウントでのログインが必要です。) 

【学長挨拶】                        

挨拶／教職員へのメッセージ          吉田 謙一郎（獨協医科大学学長） 

【一般演題 口演】                        

О－１ 社会の変化に合わせた新入職者の職場適応支援 

～埼玉医療センターにおける担当者会の活動報告～ 

〇太内田 房子、髙橋 久美子、船木 陽子、池田 幸恵、高村 香織、 

榎本 真実、金子 美由紀(獨協医科大学埼玉医療センター看護部) 

О－２ 健康エクササイズセミナーの概要および開催報告 

      〇村山 晴夫、枝 伸彦 

(獨協医科大学医学部基本医学 基盤教育部門健康スポーツ科学) 

О－３ 誤撮影防止のための X線撮影前手指画像における深層学習を用いた 

左右自動分類の実証 

〇木村 友昭、小黒 清、淺野 浩一（獨協医科大学病院放射線部） 

О－４ 当院における採血待ち時間短縮とコロナ禍に対応した混雑緩和への取り組み 

〇横塚 浩昭、苗木 優貴、鈴木 清江、新保 敬、堀内 裕次、小飼 貴彦 

（獨協医科大学病院臨床検査センター） 

О－５ 内服管理に向けた内服薬管理フローシートの作成 

〇佐藤 晃子、菅沼 良恵、神馬 千登勢、鈴木 佳世子、小山 喜代美 

（獨協医科大学病院看護部） 

О－６ A大学病院に勤務するクリニカルラダーレベルⅡ 修了者・認定者の職務満足調査 

〇江田 規栄子、水沼 由美子（獨協医科大学病院看護部） 

 

 

 

https://dmu.repo.nii.ac.jp/
https://dmu.repo.nii.ac.jp/


 

О－７ A大学病院における経カテーテル大動脈弁植え込み術施行患者の術後せん妄症状 

出現の要因分析 

〇阿久津 武彦、青柳 恵子、池田 房代、合谷木 万理、伏木 一美、 

冨澤 育恵（獨協医科大学病院看護部） 

О－８ 連携充実加算における院外保険薬局との連携 

〇日向野 理輝、外山 智章、五月女 拓也、大塚 瑠里 

（獨協医科大学病院薬剤部） 

О－９ 本学のリカレント教育（産学連携の教育プログラム）の実施状況  

－キヤノンメディカルシステムズ株式会社社員の病院実習－ 

〇永井 睦子、円谷 亮二、稲葉 孝子、東川 ゆき子、牧 尚伸 

（獨協医科大学SDセンター） 

О－10  医学部3年生を対象としたシナリオを用いたコミュニケーション教育 

〇大沼 広樹、野澤 成大、土屋 智裕、鈴木 圭輔 

（獨協医科大学病院脳神経内科） 

  



 

 

 

 

シンポジウム 

会 場：臨床医学棟 10 階講堂 
時 間：18：00～19：10 

 

 

 
座 長：SD センター長（獨協医科大学 SD センター) 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



SY－１ 

特定看護師の活動と今後のタスクシェア・タ

スクシフト 
 

 

〇佐藤 君江、中田 哲也 

 

 

 

獨協医科大学病院看護部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

獨協医科大学病院では、2019年 10 月に「特定看

護師」第 1号が誕生した。特定看護師は、約 1 年

の教育研修を修了し、特定行為業務管理委員会の

承認を得て特定看護師となる。当院の看護師特定

行為研修を修了した看護師は 34 名で、自部署を

中心に活動している。今後は医師のタスクシェ

ア・タスクシフトに貢献できるよう、部署横断的

な活動ができるよう検討している。また、看護師

特定行為「直接動脈穿刺法による採血」を担当制

とし、担当看護師のスケジュール表を作成し導入

した。担当制を導入したことで、医師や病棟スタ

ッフへの周知となり、特定看護師としての責任感

やモチベーションの維持につながるとの意見が

上がった。

SY－２ 

大学病院スポーツ医学センター設立と期待

される役割 -PHICISJAPAN の活動を含む- 
 

 

〇瓜田 淳 

 

 

 

獨協医科大学医学部整形外科学講座 

 

 

――――――――――――――――――――― 

獨協医科大学病院スポーツ医学センターは、栃木

県内のトップアスリートからスポーツ愛好家ま

で全てのスポーツ選手の怪我・障害に対して、ス

ポーツ医学領域の最先端の医療を提供すること

を目的に 2021年 10月１日に開設されました。セ

ンターには、日本スポーツ協会公認スポーツドク

ター、各診療科の専門医、リハビリスタッフ、ス

ポーツファーマシストが所属しており、連携しな

がらサポートしています。また、スポーツに関わ

る医療従事者の育成を目的として、昨年は P H I 

CI S JAPAN と提携して講習会を開催しました。

今後は、大学病院のセンターとして県内のスポー

ツ医療を牽引していくと共に教育・研究機関とし

ての役割も期待されます。 

 



SY－３ 

日光医療センター新病院への移転と今後の

医療 

 
 

〇安 隆則 

 

 

 

獨協医科大学日光医療センター 

 

 
―――――――――――――――――――――― 

 当センターは、2023年１月１日に、高速道路土

沢インターチェンジから車で５分とアクセスの

よい日光産業団地に移転新築を行った。スマート

化を随所に取り入れ、安心安全な医療を提供する

ことにスタッフは集中できるようになった。急速

に進む超高齢社会とデジタル化、そして新型コロ

ナ感染症にも臨機応変に対応するため、長期的視

野と短期的な視野を持ちながら、医療サービスや

教育、研究の仕組みを見直していかねばならない。

国内外の患者を医療ツーリズムや高度医療で集

患できる、質の高い医療サービスを提供できる施

設を目指すして、JCIの評価を受けるための準備

を始める。当センターは、獨協医科大学ガバナン

スの下で、国際観光都市日光の基幹病院として、

急性期地域医療～リハビリテーションまで幅広

く地域医療に貢献する。 

SY－４ 

これからの医学教育に対応した新たな 

医学部カリキュラムの運用について 
 

 

〇矢澤 卓也 

 

 

 

獨協医科大学医学部病理学講座 

 

 
―――――――――――――――――――――― 

本学医学部は昨年(2022 年)11 月に日本医学教

育評価機構(JACME)による審査を受けました。 

また本学は本年秋に大学基準協会(JUAA)による

審査を受けることになっています。そしてこのタ

イミングで、文部科学省から新しいモデル・コア・

カリキュラム(新コアカリ)が公表されました。新

コアカリの内容は、上述の JACME や JUAA の考え

る医学教育にも準拠した内容であることから、今

後医学部では新コアカリに対応したカリキュラ

ムを編成することになります。新コアカリの骨子

は、プロフェッショナリズム教育、能動的学修能

力の涵養、科学的探究能力の涵養であることから、

本セミナーではどのような方略でこれらの課題

に取り組んでいくかについてご説明させていた

だきます。 





 

 

 

 

口  演 

掲載場所：獨協医科大学リポジトリ 
     〇獨協医科大学教育セミナー 

掲載開始：令和 5年 3 月 1 日～（予定） 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



О－１ 

社会の変化に合わせた新入職者の職場適応

支援 ～埼玉医療センターにおける担当者

会の活動報告～ 
 

〇太内田 房子、髙橋 久美子、船木 陽子、 

池田 幸恵、高村 香織、榎本 真実、 

金子 美由紀 

 

獨協医科大学埼玉医療センター看護部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、社会情勢

は変化した。 

基礎看護教育でも病院実習が縮小され、講義がオ

ンラインになるなど変化した。 

特に、臨床実習で患者と触れ合う機会が少なくな

り、臨床現場で働く看護師とのコミュニケーショ

ンもなくなった。その結果、臨床現場で患者や看

護師たちとのコミュニケーションがうまく図れ

ず、自己開示をすることへの抵抗や戸惑いを示す 

新人看護師が多くなった。 

 昨年度より、埼玉医療センターでは新人看護師

に対し職場適応支援を行っている。 

今年度は、コロナ禍でも「対話」を大切にしたワ

ークショップなどを開催している。今回は、その

内容と現状についてする。

О－２ 

健康エクササイズセミナーの概要および開

催報告 

 

 

〇村山 晴夫、枝 伸彦 

 

 

獨協医科大学医学部基本医学 基盤教育部門 

（健康スポーツ科学） 

 

 

――――――――――――――――――――― 

基本医学基盤教育部門（健康スポーツ科学）が主

催する「健康エクササイズセミナー」は、 

平成 27 年度より本学関係者の健康維持・増進を

後押しすることを目的に毎年おこなってきてい

る。そこで 

今回は，本セミナーの開催目的，これまでの変遷

等を振り返るとともに，令和 4 年度（10 月 17〜

18日） 

に開催した同セミナーの概要について報告をす

る。また，参加者アンケートの結果についても考

察する 

ことで、さらなる健康享受の促進に向けて今後よ

り良いセミナーが開催できるよう努めていく契

機としたい。 



О－３ 

誤撮影防止のための X線撮影前手指画像に 

おける深層学習を用いた左右自動分類の実

証 
 

〇木村 友昭、小黒 清、淺野 浩一 

 

 

 

獨協医科大学病院放射線部 

 

 
―――――――――――――――――――――― 

 X線撮影を行うときにオーダの確認不足から左

右や方向を誤って撮影をしてしまうリスクが存

在する。撮影を誤ることで医師が診断や治療を誤

り、患者に危険を及ぼす可能性がある。 

安全な医療を提供するために、オーダ通りの適

切な画像の提供が不可欠である。 

 現在様々な分野で応用されるようになってき

た AI技術を使用し、安全な医療の提供を目指し、

誤撮影防止のため、X線撮影ポジショニング時を

想定したカメラ撮影の静止画像である手画像に

おいて、深層学習を用いて左右自動分類を検討し

たところ、ResNet110における正解率は 92.5％で

あった。 

本研究により X 線撮影前に左右の誤りを発見す

ることで患者への不要な被ばくを防止できる可

能性が示された。 

О－４ 

当院における採血待ち時間短縮とコロナ禍

に対応した混雑緩和への取り組み 
 

 

〇横塚 浩昭、苗木 優貴、鈴木 清江、新保 敬、

堀内 裕次、小飼 貴彦 

 

 

獨協医科大学病院臨床検査センター 

 

 
―――――――――――――――――――――― 

外来採血室では利用者のサービス向上と新型コ

ロナウイルス感染症対策のため、採血待ち時間短

縮と採血室待合エリアの混雑緩和を目的に、採血

台増設を含む運用変更を進めてきた。 

11 台の採血台は 2020 年 3 月に 13 台、2021 年 6

月に 15 台、2022 年 5 月に 18 台に増設、2018 年

3月から採血開始時間を 30分繰り上げ、8時採血

開始にするなど対策を講じ、11台体制で 60分あ

った待ち時間が 18台体制では 20分となった。 

また採血呼出番号確認システムや採血番号案内

表示ディスプレイの採血待合エリア以外への増

設を行い、採血待ち時間の短縮、採血待合エリア

の混雑緩和による新型コロナウイルス感染防止

対策の一助となった。 



О－５ 

内服管理に向けた内服薬管理フローシート

の作成 
 

 

〇佐藤 晃子、菅沼 良恵、神馬 千登勢、鈴木 

佳世子、小山 喜代美 

 

 

獨協医科大学病院看護部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

 【目的】内服自己管理におけるインシデント報

告から発生要因を明らかにし、内服薬管理フロー

シートを作成する。 

【方法】A 大学病院において 2020 年 4 月 1 日～

2021年 3月 31日に発生した内服薬自己管理に関

するインシデント報告の発生要因を分析し、内服

薬管理フローシートを作成した。 

【結果】期間内の内服薬自己管理に関するインシ

デントは 176 件（18.7％）であり、発生要因は「実

施前後の確認・観察」、患者年齢は 70歳代が最も

多かった。視力や作業能力、服薬管理能力を評価

し、管理方法を判断する内服薬フローシートを作

成した。 

【考察】インシデント発生要因から内服薬フロー

シートを作成したことは、未然にインシデントを

防ぐ効果があると考える。

О－６ 

A 大学病院に勤務するクリニカルラダーレベ

ルⅡ 修了者・認定者の職務満足調査 
 

 

〇江田 規栄子、水沼 由美子 

 

 

 

獨協医科大学病院看護部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

A大学病院に勤務するラダーレベルⅡ修了者・認

定者の職務満足を調査し、職務を継続している看

護師が持つ職務満足について明らかにすること

を目的とした。 

研究対象者の基本属性、職務満足測定尺度 4因子

28項目を用いて質問紙を作成し、調査を行った。

結果、基本属性と、職務満足測定尺度の 4 因子と

では有意差はみられず、職務満足を低下させる要

因は明らかにならなかった。 

部署の経験年数と第一因子「仕事に対する肯定的 

感情」で相関関係（r＝－0.291）にあった。 

仕事に対する肯定的感情を高めるためには、看護

師が患者に対し、質の高い看護ケアを提供してい

るという自信を持ち、専門知識と技術の提供がで

きるような支援が必要ではないかと考える。 



О－７ 

A 大学病院における経カテーテル大動脈弁植

え込み術施行患者の術後せん妄症状出現の

要因分析 
 

〇阿久津 武彦、青柳 恵子、池田 房代、 

合谷木 万理、伏木 一美、冨澤 育恵 

 

 

獨協医科大学病院看護部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

 【目的】チェックリストを用いて経カテーテル

大動脈弁植え込み術（transcatheter aortic 

valve implantation以下、TAVI）施行患者のせん

妄症状出現の要因を明らかにする。 

【方法】2020 年 6 月 1 日～2021 年 11 月 30 日ま

で A 大学病院で TAVI を受けた患者の電子カルテ

から、院内共通のせん妄ハイリスクチェックリス

トに加え関連が予測される因子を調査し、せん妄

が疑われる言動・行動と看護師の対応からせん妄

症状あり群とせん妄症状なし群に分類し、調査項

目を比較した。【結果】対象となった患者は、60

名であり、そのうちせん妄あり群が 14 名

（23.3％）、せん妄なし群が 46名（76.7％）であ

った。 

麻酔時間と術後食事摂取状況で有意差が認めら

れた。【考察】TAVIを受ける患者は、年齢や挿入

物などによりせん妄症状が出現するリスクが高

い。術後はせん妄症状をいち早く発見するために、

麻酔時間が長く食事摂取量が少ない患者の対応

は重要である。 

【結論】明らかに関連する因子は見出せなかった

が、術後せん妄症状と関連があった因子は、食事

摂取量と麻酔時間であり、これらはせん妄症状に

関連する可能性がある。 

О－８ 

連携充実加算における院外保険薬局との連

携 
 

 

〇日向野 理輝、外山 智章、五月女 拓也、大

塚 瑠里 

 

 

獨協医科大学病院薬剤部 

 

 

――――――――――――――――――――― 

 当薬剤部における連携充実加算の算定に伴う

院外保険薬局との勉強会などの実施状況を報告

する。連携充実加算は 2020 年の診療報酬改定に

おいて新設された。外来での抗がん剤治療の質を

向上させる観点から、患者にレジメン(治療内容)

を提供し、患者の状態を踏まえた必要な指導を行

う等の連携体制を整備している場合に算定可能

となった。その他算定条件に下記の要項がある。

治療の状況等を共有することを目的に、交付した

治療計画等の進捗に関する文書を保険薬局の薬

剤師等に提示すること、他の保険医療機関または

保険薬局から服薬状況、抗がん剤等の副作用等に

関する状況が提供された場合には、必要な分析ま

たは評価等を行うことである。それ故当薬剤部と

保険薬局との勉強会等を通した連携は重要にな

る。2020 年から算定を実施して見えてきた課題

も提示する。 



О－９ 

本学のリカレント教育（産学連携の教育プロ

グラム）の実施状況 －キヤノンメディカル

システムズ株式会社社員の病院実習－ 
 

〇永井 睦子、円谷 亮二、稲葉 孝子、東川 ゆ

き子、牧 尚伸 

 

 

獨協医科大学 SDセンター 

 

 

――――――――――――――――――――― 

令和 4年度、本学は企業・産業界等と連携して就

業者のキャリアアップを目的としたリカレント

教育を実施した。リカレント教育とは、大学等が

企業・産業界等と連携して教育プログラムを提供

するとともに、就業者のキャリアアップを目的と

した教育プログラムである。本学においても「地

域社会への貢献」の観点から「地域の就業者向け

プログラムの実施」や「自治体や産業界と連携し

た社会人対象のプログラムの実施」をするための

事業として、新たに令和 3年度企画を検討し取り

組むことにした。 

 今回は、キャノンメディカルシステムズ株式会

社（本社：栃木県大田原市）と連携し、同社社員

向けに病院実習を通した教育プログラムを年間

３回 12 名に実施した。その研修内容と研修生の

反応をまとめ報告する。 

 

О－１０ 

医学部3年生を対象としたシナリオを用いた

コミュニケーション教育 
 

 

〇大沼 広樹、野澤 成大、土屋 智裕、鈴木 圭

輔 

 

 

獨協医科大学病院脳神経内科 

 

 

――――――――――――――――――――― 

【目的】医学部 3年生が臨床現場におけるコミュ

ニケーションを学ぶ機会である 

参加型病院実習（ACHI）について、コロナ流行を

踏まえ、教室内でも実施可能な実習方法について

検討し、実施したため報告する。 

【方法】全体を 7～8 人のグループに分け、ロー

ルプレイ形式の実習を行った。各自が自ら引いた

カードに書かれた立場で話し合うことで、コミュ

ニケーションの重要性や、意思決定の難しさを学

べるよう設計した。 

実習の最後に選択肢形式のアンケートを実施し、

学習度合いの把握を行った。 

【結果】参加者は 118 名、アンケートの回収率は

90％であった。各項目に関しては「意見を述べる

ことができたか」、「他者の意見を尊重できたか」

の問いには過半数が「そう思う」と返答した。逆

に「意見をまとめるよう行動できたか」、「意思決

定を実際に実行できるか」の問いには否定的な回

答がやや多い傾向であった 

【考察・結語】臨床現場では意思決定のため、イ

ンフォームド・コンセントや Shared decision 

making（SDM）が用いられているが、学生生活では

意識してこれらの手法を選択・実践するケースは

少ない。 

医学部 3年生は発言、傾聴に関しては熟練してい

るものの、意思決定に関しては発展途上である可

能性が示唆された。今後はより効果的な実習方法

を検討していきたい。 
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